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営業時間 11:30～14:00 17:00～22:00     

定 休 日 木曜日・第二水曜日 
 

 20 名様 宴会・会合等予約承ります  

 本格ちゃんこ出来ます（要予約）  

 

光玉母食堂 

めし しんちゃん 

〒411-0807 静岡県三島市竹倉 110-1 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０５５－９７３－５４３０ 
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ケーキ・ パスタ・ ピザ・ ハンバーグ等洋食 

無農薬米・ 野菜を 使っ ています 
 

Ｌｅｍｏｎ Ｔｒｅｅ レモント リ ー 
 

 Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ５ ５ -８ ７ ６ -２ ７ ２ ３  

 伊豆の国市吉田１ ２ ６  

（ 国道１ ３ ６ 号沿い・ アピタ 近く ）  

  定休日 月曜日（ 祭日の場合火曜・ 不定休あり ） 

  ｏ ｐ ｅ ｎ     １ １ ： ０ ０  

オーダーストップ   １ ８ ： ０ ０（ 変更する場合もあり） 

 http://www.lemontree-izu.com/ 

 

 

  

  

  

  

  

3.11以降、福島県内各地から聞こえてくる呻吟 

―― 大震災の中で原発が過酷事故を起こせば、 

人類が経験したことのない未曾有の惨禍 

「原発震災」に見舞われる。 

「地震は止められないが、 

原発はひとの意志で止められる」 
と警鐘を鳴らし続けたい。 

 

１,６２０円 のところ ひろばにて 

１,０００円で販売中！ 
 

その他、稀少な販売書籍多数あります。 

 

浜浜 岡岡   
Ｈ Ａ ＭＡ Ｏ Ｋ Ａ  

ストップ!原発震災 
東井怜[著] 野草社 

 

 

 

戦争ＮＯ！ 

 

 
 

原発ＮＯ！  
 

３.２１函南アクション 
 

3 月２１日（月・祝日）９時３０分 

函南町文化センター多目的ホール 
* 9:30～10:00 出発集会 

（函南町文化センター多目的ホール） 

* 10:00～11:00 函南町内パレード 

* 11:00～12:00 交流会 
（高校生のﾀﾞﾝｽﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ・福島支援の報告他） 

共催：函南九条の会・戦争させないオール函南の会・ 

原発なくそうミツバチの会 連絡先：相田 055-974-3328 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

        

募集内容：「お店の広告」 

募集内容：「勉強会の参加者募集」 

募集内容：「イベント告知」「ゆずります」等 

広告料金：一コマ2000円 

大きささ：約縦68mm×横55mm（白黒） 

発行部数：3000 部 

発発行行：毎月中旬 

配布地域：三島市内近郊 

 

月初めまでに掲載内容や写真等のﾃﾞｰﾀを

shimin_hiroba@ybb.ne.jp まで 

お送りください。 

 

************* 
 

市民ひろばは地元のお店を 

応援しています！ 

ひろば新聞に広告を出しませんか 

２０１６年 ３月１５日（火） １１号 （１面）

発行人 市民ひろば編集委員会
〒411-0858

三島市中央町3-32 小出ビル3F
代表 小野 啓一

電話：055-994-9211
shimin_hiroba@ybb.ne.jp

振替 00870-5-153264
市民ひろば

ひろば新聞定期購読者募集
申し込みは上記連絡先へ

高浜原発３・４号機運転差し止め
３月９日、大津地裁が仮処分決定

こ
の
運
転
停
止
の
仮
処
分
決

定
は
、
関
電
側
に
よ
る
訴
え
で

大
津
地
裁
に

「執
行
停
止
の
申

し
立
て
」
が
認
め
ら
れ
な
い
限

り
続
く
。
関
電
に
し
て
み
れ
ば

ま
さ
か
の
運
転
停
止
決
定
で
、

こ
れ
ま
で
安
倍
政
権
下
で
原
発

再
稼
動
に
邁
進
し
て
い
た
電
力

会
社
や
政
府
に
と
っ
て
は
、
予

想
外
の
判
決
と
言
え
る
。

急
遽
行
わ
れ
た
菅
官
房
長
官

の
記
者
会
見
で
も
明
ら
か
だ
。

菅
官
房
長
官
は
福
島
原
発
事
故

を
省
み
る
こ
と
も
な
く
、

「あ

く
ま
で
仮
処
分
で
、
従
来
ど
お

り
規
制
委
員
会
の
審
査
に
合
格

し
た
原
発
は
順
次
再
稼
動
を
進

め
る
方
針
に
変
わ
り
な
い
」
と

の
発
言
に
も
表
れ
て
い
る
。
ま

た
、
高
浜
原
発
再
稼
動
に
お
墨

付
き
を
与
え
た
原
子
力
規
制
委

員
会
の
田
中
俊

一
委
員
長
は
、

停
止
決
定
直
後
の
記
者
会
見
で

は

「ま
だ

（決
定
文
の
）
中
身

を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
今

の
段
階
で
申
し
上
げ
る
こ
と
は

な
い
」
と
の
発
言
で
終
わ
っ
て

い
る
。

こ
の
と
こ
ろ
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
適
合
性
検
査
は

原
発
再
稼
動
を
進
め
る

電
力
会
社
や
政
府
と
二

人
三
脚
の
よ
う
な
姿
勢

で
、
こ
れ
で
本
当
に
原

発
の
安
全
性
は
保
た
れ

る
か
と
言
う
疑
問
の
声

は
各
方
面
か
ら
も
出
て

い
た
。
判
決
は
明
確
に

関
電
と
規
制
委
員
会
の

無
能
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

あ
る
評
論
家
の
見
解
は
、
大

津
地
裁
仮
処
分
は
無
責
任
化
し

た
規
制
委

へ
の
弾
劾
で
あ
る
と

し
て

『運
転
中
の
高
浜
原
発
が

大
津
地
裁
の
運
転
差
し
止
め
仮

処
分
で
停
止
す
る
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

知
れ
ば
唐
突
な
判
断
で
は
な
く
、

原
発
再
稼
働
の
安
全
性
に
手
抜

き
の
姿
勢
を
見
せ
始
め
た
原
子

力
規
制
委
に
対
す
る
司
法
か
ら

の
弾
劾
で
す
。
今
回
決
定
を
出

し
た
山
本
善
彦
裁
判
長
は
２
０

１
４
年
11
月
、

「仮
処
分
命
令

は
、
再
稼
働
が
差
し
迫
っ
て
い

る
と
い
う
事
情
が
明
ら
か
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が

「規
制

委
が
い
た
ず
ら
に
早
急
に
、
新

規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
判
断

し
て
再
稼
働
を
容
認
す
る
と
は

到
底
考
え
が
た
い
」
と
の
理
由

で
仮
処
分
却
下
の
決
定
が
く
だ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
』
と
述
べ
、

規
制
委
員
会
の
判
断
に
そ
れ
な

り
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
と
見

ら
れ
た
。

し
か
し
、
今
回
の
決
定
要
旨

で

『
「田
中
俊

一
・
規
制
委
員

▼
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
闘
争
は
、
あ
ま
り

に
も
有
名
な
の
で
様
々

な
書
物
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
様
々
の
教
訓
を
こ
の
闘
争

は
教
え
て
い
る
。
た
ま
た
ま
私

は
こ
の
闘
争
の
中
心
の
と
こ
ろ

に
い
た
の
で
私
が
体
験
し
た
こ

と
を
中
心
に
記
し
て
み
る
。

▼
１
９
４
５
年
敗
戦
後
の
12
月

か
ら
始
ま
っ
た

「三
島
庶
民
大

学
」
が
大
衆
運
動
に
果
た
し
た

役
割
は
有
名
で
あ
る
。
60
年
安

保
闘
争
の
後
、
あ
の
学
習
が
三

島
の
様
々
な
大
衆
運
動
に
与
え

た
効
果
を
引
き
継
ぎ
た
い
と

「三
島
市
民
講
座
」
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
学
習
会
で
静
岡
大
学

の
河
中
二
講
助
教
授
の

「新
産

都
市
地
域
開
発
計
画
と
は
」
の

講
義
が
あ
っ
た
。

▼
こ
の
学
習
会
の
成
果
は
、
直

ち
に
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
反
対
闘
争

に
活
か
さ
れ
る
。
昭
和
38
年
夏
、

国
の
方
針
を
受
け
た
県
は
沼
津

・

三
島
の
二
市
と
清
水
・
長
泉
村

の
大
合
併
を
唐
突
に
提
案
す
る
。

▼
東
京
電
力
は
火
力
発
電
所
を

牛
臥
地
区
に
、
沼
津
江
浦
湾
の

急
深
の
良
港
は
原
油
の
荷
揚
げ

港
に
、
富
士
石
油
は
三
島
中
郷

・

田
方
の
大
平
野
に
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
、
住
友
化
学
は
石
油

化
学
工
場
を
清
水
村
の
田
園
地

帯
に
と
想
定
し
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
反
対
さ
れ
な
い
よ
う
に

大
合
併
を
企
て
た
の
だ
。

▼
と
こ
ろ
が
沼
津
側
の
革
新
陣

営
と
い
う
人
た
ち
の
中
に
は

「三
島
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
よ

る
害
ば
か
り
だ
が
、
沼
津
は
い

い
こ
と
も
あ
る
か
ら
反
対
運
動

が
や
り
に
く
い
ん
だ
よ
」
な
ど

と
言
う
人
も
い
た
が
、
こ
の
こ

と
で
も
事
前
に
学
習
し
て
い
た

三
島
側
の
運
動
が
大
き
な
影
響

を
与
え
昭
和
39
年
に
大
合
併
の

話
は
消
滅
し
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

進
出
阻
止
に
成
功
し
た
の
で
あ

る
。

（Ｙ
）

電
力
供
給
の
仕
組
み

電
力
は
、
発
電
所
→
送
電
線
→

変
電
所
→
配
電
線
の
経
路
を
た

ど
り
、
各
家
庭
ま
で
供
給
さ
れ

る
。
ま
た
、
電
力
の
供
給
シ

ス
テ
ム
は
、

（１
）
発
電
部
門

（２
）
送
配
電
部
門

（３
）
小
売
部
門
の
３
つ
の

部
門
に
分
類
さ
れ
る
。

（１
）
発
電
部
門
は
水
力
、
火

力
、
原
子
力
、
太
陽
光
、
風
力
、

地
熱
な
ど
の
発
電
所
を
運
営
し
、

電
気
を
作
る
部
門
。

（２
）
送
配
電
部
門
は
発
電
所

か
ら
消
費
者
ま
で
つ
な
が
る
送

電
線

・
配
電
線
な
ど
の
送
配
電

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
管
理
。
電
気

を
家
庭
に
届
け
る
の
は
こ
の
部

門
の
役
割
だ
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
全
体
で
電
力
の
バ
ラ
ン

ス

（使
用
量
や
周
波
数
等
）
を

調
整
し
、
停
電
を
防
ぎ
、
電
気

の
安
定
供
給
を
守
る
必
要
が
あ

る
。（３

）
小
売
部
門
に
お
い
て
、

今
回
の
電
力
自
由
化
で
、
新
た

に
事
業
者
が
自
由
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

送
配
電
部
門
は
全
面
自
由
化

後
も
、
政
府
が
許
可
し
た
企
業

（各
地
域
の
電
力
会
社

（東
京

電
力
、
関
西
電
力
等
）
）
だ
け

が
担
当
す
る
。
そ
の
た
め
、
ど

の
小
売
事
業
者
か
ら
電
気
を
買
っ

て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
送
配

電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
電

気
は
届
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
電
気
の
特
性
上
、

電
気
の
需
要

（消
費
）
と
供
給

（発
電
）
は
、
送
配
電
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
全
体
で
一
致
さ
せ
な
い

と
電
力
供
給
が
不
安
定
に
な
っ

て
し
ま
う
。
も
し
小
売
部
門
の

事
業
者
が
、
契
約
し
て
い
る
消

費
者
の
必
要
と
す
る
だ
け
の
電

力
を
調
達
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
送
配
電
部
門
の
事
業
者

が
そ
れ
を
補
い
、
消
費
者
に
き

ち
ん
と
電
力
が
届
く
よ
う
に
調

整
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
仕

組
み
を
ど
う
す
る
か
が
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

電
力
の
自
由
化

①
誰
で
も
電
力
供
給
事
業
者
に

な
れ
る
。

（発
電
の
自
由
化
）

②
ど
の
供
給
事
業
者
か
ら
で
も

電
力
を
買
え
る
。

（小
売
の
自

由
化
）

③
誰
で
も
ど
こ
へ
で
も
既
設
の

送

・
配
電
網
を
使
っ
て
電
気
を

送

・
配
電
で
き
る
。

（送

・
配

電
の
自
由
化
）

以
上
の
３
つ
の
部
門
で
競
争

的
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら

今
回
の
電
力
の
小
売
自
由
化
で

は
発
電
部
門
と
送
電
部
門
の
分

離
は
既
存
の
電
力
会
社
の
強
い

抵
抗
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ず
、
発

電
部
門
の
新
規
参
入

（新
電
力

会
社
）
は
全
体
の
供
給
量
の
数

％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

新
電
力
会
社
の
電
力
供
給
が
不

足
し
た
場
合
は
発
送
電
を
握
っ

て
い
る
既
存
の
大
手
電
力
会
社

が

（割
高
な
値
段
で
）

一
時
的

に
用
立
て
る
こ
と
で
調
整
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

送
電
線
は
大
手
電
力
会
社
の
所

有
物
で
、
し
か
も
使
用
料
は
会

社
の
い
い
な
り
の
値
段

（総
括

原
価
方
式
の
適
用
？
）
。

こ
れ
で
は
本
当
の
自
由
化
と

は
程
遠
い
。
消
費
者
が
原
発
の

発
電
す
る
電
力
を
拒
否
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
す
る
新

電
力
会
社
と
契
約
し
た
つ
も
り

で
も
場
合
に
よ
っ
て
は
原
発
か

ら
の
電
力
を
無
理
や
り
買
わ
さ

れ
る
羽
目
に
な
り
か
ね
な
い
。

（Ｏ
）

電
力
の
自
由
化
と
は

書
き
留
め
て

④

あ
さ
の

か
ず
こ

菜
っ
葉
服
の
職
人
い
ま
も
作
れ
る
や

ア
レ
ッ
ポ
の
こ
の
武
骨
な
石
鹸

何
千
里
は
る
ば
る
と
来
て
今
わ
れ
の

手
の
内
に
し
ず
ま
る
ア
レ
ッ
ポ
の
石
鹸

長
は
、
申
し
立
て
外
の
発
電
所

の
再
稼
働
に
関
連
し
、
新
規
制

基
準
へ
の
適
合
は
審
査
し
た
が

安
全
だ
と
は
言
わ
な
い
な
ど
と

も
発
言
し
て
お
り
、
発
言
内
容

は
、
新
規
制
基
準
の
合
理
性
に

疑
問
を
呈
す
る
も
の
と
い
え
な

く
も
な
い
」
と
極
め
て
重
大
な

疑
問
符
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
』

と
あ
り
、

「原
発
の
新
基
準
適

合
に
つ
い
て
は
審
査
し
た
が
、

安
全
だ
と
は
言
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
田
中
委
員
長
の
無
責
任

な
姿
勢
に
苦
言
を
呈
し
た
判
決

と
も
言
え
る
。

今
回
の
大
津
地
裁
決
定
も
、

政
権
の
意
向
を
忖
度
す
る
裁
判

官
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
福
島
原
発

事
故
の
原
因
解
明
や
地
震

・
津

波
へ
の
対
策
、
避
難
計
画
に
は

で
き
て
い
な
い
。

判
決
が
安
全
性
に
関
す
る
関

電
の
証
明
は
不
十
分
と
断
定
し

た
こ
と
で
、
規
制
委
員
会
と
は

反
対
の
判
断
を
示
し
、
田
中
俊

一
委
員
長
へ
の
弾
劾
を
下
し
た

意
味
は
大
き
い
。

（Ｈ
）

そ
の
仕
組

み
と
問

題
点

1
／
31

孫
崎
講
演
会
（韮
山
時
代
劇
場
）
大
成
功

参
院
選
の
行
方
、
野
党
共
闘

１
月
31
日
、
伊
豆
の
国
市

・

韮
山
時
代
劇
場
で

「平
和
を
考

え
る
」
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

講
師
は
元
外
交
官
の
孫
崎
亨

（う
け
る
）
さ
ん
。
講
演
の
内

容
は

『テ
ロ
と
の
戦
い
は
テ
ロ

を
拡
大
さ
せ
る
だ
け
で
失
敗
し

て
い
る
こ
と
、
武
力
で
平
和
は

守
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
米
軍

が
い
れ
ば
日
本
は
守
ら
れ
る
と

い
う
時
代
は
終
わ
っ
て
い
る
。

尖
閣
問
題
は
日
本
の
管
轄
権

を
認
め
領
土
問
題
は
棚
上
げ
す

る
こ
と
で
日
中
間
の
合
意

・
確

認
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

日
本
政
府
は
勝
手
に
国
有
化
し
、

中
国
の
脅
威
を
国
民
に
煽
り
、

米
国
戦
略
の
手
先
に
な
る
集
団

的
自
衛
権
を
強
引
に
進
め
た
。

更
に
憲
法
改
正
を
目
指
し
て
い

る
。
危
険
極
ま
り
な
い
安
倍
政

権
の
動
き
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
安
保
関
連
法
反
対
の
声
を

あ
げ
、
国
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
だ
』
。

会
場
に
は
５
０
０
名
を
超
え

る
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。
質
疑
応

答
で
は
参
院
選
に
向
け
て
の
う

ね
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

気
に
な
る
参
院
選
、
そ
の
行

方
は
野
党
共
闘
に
か
か
っ
て
い

る
。
そ
の
野
党
共
闘
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？

今
、
安
倍
政

権
の
暴
走
に
危
惧
す
る
多
く
の

市
民
の
関
心
が
集
っ
て
い
る
。

昨
年
秋
よ
り
野
党
共
闘
が
実
現

し
な
い
と
参
院
３
分
の
２
議
席

を
改
憲
勢
力
が
押
さ
え
、
憲
法

改
正
が
強
行
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
全
国
の
多
く
の
市
民
か
ら

「野
党
は
共
闘
」
の
声
が
大
き

く
叫
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

民
主
党
の
曖
昧
な
姿
勢
で
、
そ

の
野
党
共
闘
は
な
か
な
か
実
現

で
き
な
い
ま
ま
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
野
党
共
闘

の
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。

一
つ
は
民
主
と
維
新
が
合
体

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
。

も
う

一
つ
は
共
産
党
が
大
幅
に

譲
歩
し
、
改
選
一
人
区
で
は
公

認
候
補
を
取
り
下
げ
し
、
無
条

件
で
反
自
公
候
補
応
援
に
舵
を

切
っ
た
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
は
、

仮
に
改
憲
勢
力
が
参
院
３
分
の

２
を
制
す
れ
ば
、
自
民
党
改
憲

草
案
の
中
身
か
ら
し
て
、
暴
走

す
る
安
倍
政
権
の
動
き
が
止
め

ら
れ
ず
、
や
が
て
”
共
産
党
非

合
法
化
”
の
恐
れ
も
あ
り
得
る

と
い
う
最
悪
の
読
み
も
噂
さ
れ

て
い
る
。

戦
前
回
帰
の
恐
ろ
し
い
時
代

は
何
と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
次
期
参
院
選
は

「国
民
主
権
の
日
本
」
を
守
る

た
め
に
も
負
け
ら
れ
な
い
。
安

倍
政
権
に
危
惧
す
る
者
は
総
力

を
上
げ
て
戦
う
時
が
来
た
と
言

え
る
。

（Ｉ
・
Ｈ
）

今
年
、
１
、
２
月
に
再
稼
働
し
た
ば
か
り
の
関
西
電
力
高
浜
原
発
３
、
４
号
機
は
、
３
月
９
日
、
滋
賀

県
住
民
等
の
運
転
差
し
止
め
の
訴
え
を
認
め
た
大
津
地
裁
山
本
善
彦
裁
判
長
の
仮
処
分
決
定
に
よ
り
停
止

し
た
。
決
定
の
理
由
は
福
島
原
発
事
故
の
原
因
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
地
震

・
津
波
へ
の
対
策
や
避
難

計
画
に
疑
問
が
残
る
と
し
て
、
安
全
性
に
関
す
る
関
電
の
証
明
は
不
十
分
と
判
断
し
た
。
運
転
中
の
原
発

が
裁
判
所
の
決
定
で
停
止
に
追
い
込
ま
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
前
例
の
無
い
画
期
的
な
こ
と
。


